
都
市
資
源
開
発
／
廃
プ
ラ
、
レ
ア
メ
タ
ル
、
下
水

　
日
本
は
輸
入
し
た
資
源
を
用
い
て
、
画
期
的
な
製
品
を
生
み
出
し
、
消
費
、
そ
し
て

輸
出
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
資
源
問
題
は
深
刻
化
の
一
途
を
た
ど
る
。
資
源
は
枯

渇
危
機
に
加
え
、
価
格
高
騰
の
要
素
を
は
ら
ん
で
お
り
、
そ
れ
は
経
営
リ
ス
ク
と
し
て

突
然
降
り
か
か
っ
て
く
る
。
資
源
の
有
効
活
用
は
環
境
の
観
点
に
加
え
、
日
本
経
済
の

未
来
に
も
関
わ
っ
て
く
る
問
題
で
あ
る
。
資
源
に
乏
し
い
日
本
が
、
持
ち
前
の
技
術
力

で
、
こ
の
圧
倒
的
に
不
利
な
状
況
を
挽
回
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
「
都
市
油

ば
ん
か
い

田
」
「
都
市
鉱
山
」
と
い
っ
た
有
望
な
資
源
を
回
収
・
有
効
利
用
す
る
「
都
市
資
源
開

発
」
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

深刻な資源問題技術力で挽回
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

レ
ア
ア
ー
ス

リ
サ
イ
ク
ル
、
着
実
に
進
展

過
度
の
中
国
依
存
高
リ
ス
ク
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年
間
約
１
０
０
０
万

が

排
出
さ
れ
る
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
。
身
近
な
リ
サ
イ
ク
ル
材

料
で
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

現
状
に
触
れ
て
お
こ
う
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
促
進

協
会
が
ま
と
め
た
調
査
に
よ

る
と
、
２
０
０
９
年
の
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
有
効
利
用
率

は
前
年
比
３

増
の

％
で

過
去
最
高
を
更
新
し
た
。
リ

サ
イ
ク
ル
の
進
展
に
加
え
、

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ず
に
埋
め

立
て
処
理
さ
れ
る
量
が
同

・
９
％
減
の

万

で
１
０

０
万

以
下
を
達
成
。
リ
サ

イ
ク
ル
が
着
実
に
進
ん
で
い

る
現
状
が
鮮
明
に
な
っ
た
。

　
有
効
利
用
量
は
前
年
比
５

・
３
％
減
の
７
１
８
万

。

景
気
後
退
の
影
響
を
反
映
し

て
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
総
排

出
量
が
同
８
・
６
％
減
の
９

１
２
万

と
大
き
く
下
が
っ

た
た
め
、
有
効
利
用
率
は
向

上
し
た
。
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

処
理
の
内
訳
は
サ
ー
マ
ル
リ

サ
イ
ク
ル

エ
ネ
ル
ギ
ー
回

収

が

％
、
マ
テ
リ
ア
ル

リ
サ
イ
ク
ル
が

％
、
ケ
ミ

カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
が
４
％

で
、
残
り
が
単
純
焼
却
と
埋

め
立
て
で
処
理
さ
れ
た
未
利

用
分
。

　
有
効
利
用
量
で
み
る
と
、

全
体
の
有
効
利
用
量
が
下
が

っ
た
こ
と
に
連
動
し
て
サ
ー

マ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
が
前
年
比

６
４
％
減
、マ
テ
リ
ア
ル
リ

サ
イ
ク
ル
が
同
６
・
５
％
減

と
減
少
に
転
じ
た
。一
方
、ケ

ミ
カ
ル
リ
サ
イ
ク
ル
は
同

％
増
。
高
炉
・
コ
ー
ク
ス
炉

原
料
化
や
ガ
ス
化
に
お
け
る

利
用
が
伸
び
た
こ
と
で
、
数

字
が
押
し
上
げ
ら
れ
た
。

日
立
の
Ｈ
Ｄ
Ｄ
か
ら
レ
ア
ア

ー
ス
磁
石
を
分
離
・
回
収
す

る
た
め
の
選
別
コ
ン
ベ
ヤ
ー

▲

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
生
活
に

な
じ
み
深
い
材
料
で
、
以
前

か
ら
有
効
利
用
が
進
め
ら
れ

て
き
た
。一
方
、生
活
に
身
近

で
あ
り
な
が
ら
触
れ
る
機
会

が
な
く
認
知
度
が
低
か
っ
た

が
、
こ
こ
に
き
て
重
要
な
資

源
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
が
希
少
金
属

レ
ア
メ

タ
ル

の
一
種
で
あ
る
希
土

類
元
素
レ
ア
ア
ー
ス
だ
。

　
レ
ア
ア
ー
ス
は
金
属
に
混

ぜ
て
使
う
こ
と
で
、
磁
力
ア

ッ
プ
、
耐
熱
性
向
上
な
ど
の

機
能
を
発
揮
す
る
。
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
の
駆
動
用
モ
ー
タ

ー
や
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
ハ

ー
ド
デ
ィ
ス
ク
駆
動
装
置

Ｈ
Ｄ
Ｄ

、
家
電
・
Ｉ
Ｔ

機
器
の
高
性
能
モ
ー
タ
ー
と

い
っ
た
製
品
の
性
能
を
支
え

る
重
要
な
材
料
に
な
っ
て
い

る
。

　
こ
の
レ
ア
ア
ー
ス
の
生
産

量
の
約

％
が
中
国
。
一
国

が
こ
れ
だ
け
の
シ
ェ
ア
を
握

る
と
な
る
と
、
資
源
調
達
国

は
あ
ま
り
に
も
高
い
リ
ス
ク

を
背
負
う
こ
と
に
な
る
。
し

か
も
、
自
動
車
や
家
電
な
ど

の
国
内
経
済
を
担
う
産
業
で

不
可
欠
な
材
料
で
あ
り
、
こ

の
資
源
問
題
を
い
か
に
克
服

し
て
い
く
か
が
、
重
要
な
テ

ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
日
本

の
英
知
が
、
こ
の
現
状
に
立

ち
向
か
っ
て
い
る
。

　
日
立
製
作
所
は
レ
ア
ア
ー

ス
磁
石
を
Ｈ
Ｄ
Ｄ
な
ど
か
ら

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
技
術
を
開

発
し
た
。
使
用
済
み
製
品
か

ら
レ
ア
ア
ー
ス
磁
石
を
分
離

・
回
収
す
る
装
置
を
開
発

し
、
磁
石
か
ら
レ
ア
ア
ー
ス

の
抽
出
に
成
功
。
コ
ス
ト
や

回
収
率
を
検
証
し
た
上
で
、

年
を
め
ど
に
リ
サ
イ
ク
ル

の
本
格
稼
働
を
目
指
し
て
い

る
。

　
分
離
・
回
収
方
法
は
開
発

し
た
装
置
を
用
い
て
レ
ア
ア

ー
ス
磁
石
を
取
り
除
く
。
Ｈ

Ｄ
Ｄ
か
ら
レ
ア
ア
ー
ス
磁
石

を
分
離
・
回
収
す
る
場
合
、

従
来
は
作
業
者
一
人
に
つ
き

１
台
当
た
り
５
分
か
か
っ

た
。
開
発
し
た
装
置
を
使
え

ば
、
１
時
間
当
た
り
約
１
０

０
台
で
、
約
８
倍
の
効
率
で

分
離
・
回
収
で
き
る
こ
と
を

確
認
し
て
い
る
。

　
磁
石
か
ら
レ
ア
ア
ー
ス
を

抽
出
す
る
方
法
は
、
東
京
大

学
の
岡
部
徹
教
授
と
共
同
で

研
究
し
た
乾
式
手
法
に
よ
る

抽
出
技
術
を
利
用
。
従
来
は

酸
な
ど
の
化
学
薬
品
を
用
い

て
い
た
た
め
、
廃
水
処
理
な

ど
の
環
境
対
策
が
絶
対
だ
っ

た
が
、
レ
ア
ア
ー
ス
と
親
和

性
の
高
い
特
定
の
抽
出
媒
体

を
用
い
て
環
境
負
荷
の
低
い

抽
出
を
行
う
。
今
後
は
研
究

を
通
じ
て
精
度
を
高
め
て
い

く
。

　
三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
は
使
用

済
み
家
電
製
品
か
ら
レ
ア
ア

ー
ス
磁
石
を
回
収
・
再
資
源

化
す
る
技
術
開
発
を
実
施
。

経
済
産
業
省
、
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機

構

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

の
ア
シ
ス

ト
を
受
け
、
研
究
を
進
め
て

い
る
。

　
同
社
が
進
め
て
い
る
の
が

家
電
の
モ
ー
タ
ー
を
分
解

し
、
レ
ア
ア
ー
ス
磁
石
を
効

率
的
に
回
収
す
る
プ
ロ
セ
ス

の
技
術
開
発
。
分
解
の
自
動

化
に
よ
る
低
コ
ス
ト
な
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ロ
セ
ス
の
確
立
を

目
指
し
て
い
る
。

　
世
界
的
な
食
糧
増
産
を
受

け
て
、
肥
料
原
料
の
需
要
は

年
々
高
ま
っ
て
い
る
。
資
源

国
は
肥
料
原
料
を
戦
略
物
品

と
位
置
付
け
て
輸
出
を
抑
制

す
る
傾
向
が
顕
著
だ
。
そ
う

し
た
中
、
リ
ン
鉱
石
な
ど
を

輸
入
し
て
肥
料
を
生
産
し
て

い
る
日
本
で
は
、
リ
ン
鉱
石

な
ど
の
輸
入
減
少
に
備
え
て

下
水
処
理
設
備
か
ら
リ
ン
を

回
収
す
る
技
術
開
発
が
進
ん

で
い
る
。
下
水
汚
泥
の
焼
却

灰
か
ら
リ
ン
回
収
を
始
め
た

自
治
体
も
登
場
し
て
い
る
。

国
土
交
通
省
は
下
水
処
理
設

備
で
発
生
す
る
汚
泥
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
の
効
率
を
高
め
る

た
め
、
今
よ
り
も
高
効
率
に

燃
料
化
で
き
る
最
先
端
プ
ラ

ン
ト
の
開
発
を
計
画
し
て
い

る
。

　
資
源
消
費
国
か
ら
、
資
源

高
度
利
用
国
に
向
け
て
の
確

か
な
歩
を
進
め
て
い
る
。

　
国
は

年
４
月
に
、
国
の

将
来
展
望
を
描
き
、
持
続
的

な
経
済
成
長
に
つ
な
げ
る
計

画
「
未
来
開
拓
戦
略
」
の
中

で
「
資
源
大
国
実
現
プ
ラ

ン
」
を
発
表
。
こ
の
中
で
、

都
市
部
で
排
出
さ
れ
る
廃
家

電
を
鉱
脈
に
例
え
、
貴
金
属

や
レ
ア
メ
タ
ル
な
ど
を
回
収

・
再
利
用
す
る
都
市
鉱
山
、

同
様
に
「
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
総
資
源
化
」
を
念
頭
に
置

い
た
都
市
油
田
の
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
示
し
て
い
る
。


